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コ
ロ
ナ
禍
、
イ
ン
フ
レ
の
昂
進
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と

い
っ
た
複
数
の
危
機
の
下
で
行
わ
れ
た
米
国
の
二
〇
二
二
年
中
間
選

挙
は
、
共
和
党
が
僅
差
で
連
邦
議
会
下
院
の
多
数
派
を
奪
う
一
方
、

上
院
で
は
民
主
党
が
多
数
派
の
維
持
を
決
め
て
い
る
。
州
レ
ベ
ル
の

選
挙
で
も
、
民
主
党
が
健
闘
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
結
果
は
出
揃
っ

て
い
な
い
が
、
中
間
選
挙
で
は
構
造
的
に
政
権
党
が
二
年
前
か
ら
後

退
す
る
の
が
普
通
で
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
低
支
持
率
や

景
気
後
退
の
懸
念
も
踏
ま
え
れ
ば
、
実
質
的
に
民
主
党
の
勝
利
と

い
っ
て
よ
い
。

　

近
年
は
、
全
国
規
模
で
は
二
大
政
党
が
拮
抗
し
て
い
る
も
の
の
、

大
半
の
州
や
選
挙
区
で
は
一
方
の
政
党
が
優
位
に
あ
る
。
大
多
数
の

有
権
者
は
支
持
政
党
の
候
補
者
に
投
票
す
る
の
で
、
全
体
の
結
果
は

限
ら
れ
た
接
戦
選
挙
区
の
一
部
の
浮
動
層
に
左
右
さ
れ
る
。
彼
ら
の

動
向
の
具
体
的
検
証
は
現
段
階
で
は
難
し
く
、
選
挙
全
体
の
結
果
を

説
明
す
る
の
に
は
慎
重
を
要
す
る
。
た
だ
し
、
二
〇
一
八
年
と
二
〇

年
に
続
き
例
年
よ
り
投
票
率
が
高
く
、
増
え
た
票
が
民
主
党
寄
り

だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
特
筆
に
値
し
よ
う
。

　

こ
の
選
挙
結
果
は
事
前
予
想
の
範
囲
内
の
も
の
で
、
総
じ
て
近
年

の
政
党
政
治
の
構
造
的
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。他
方
、

共
和
党
側
で
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
支
援
さ
れ
た
候

補
者
が
多
数
出
馬
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
ら
に
よ
る
共
和
党
の
「
乗
っ
取

り
」
の
動
き
が
本
格
化
し
、
彼
ら
を
含
む
共
和
党
候
補
者
の
多
く
が

二
〇
二
〇
年
大
統
領
選
挙
の
結
果
を
否
定
す
る
な
ど
、
民
主
主
義
の

危
機
が
さ
さ
や
か
れ
る
異
例
の
事
態
と
な
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
米
国
で
は
選
挙
の
た
び
に
社
会
の
「
分
断
」
が
叫
ば
れ
る
が
、

よ
り
深
刻
な
の
は
、
民
主
主
義
の
基
礎
を
な
す
選
挙
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が

挑
戦
を
受
け
て
い
る
こ
と
だ
。
背
景
に
あ
る
二
大
政
党
の
変
容
、

特
に
共
和
党
の
動
き
に
注
目
し
、
米
国
民
主
主
義
の
危
機
を
読
み
解
く
。

慶
應
義
塾
大
学
教
授

岡
山 

裕

お
か
や
ま　

ひ
ろ
し　
一
九
九
五
年
東
京
大
学

法
学
部
卒
。
博
士
（
法
学
・
東
京
大
学
）。
専

門
は
ア
メ
リ
カ
政
治
史
。
東
京
大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科
准
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
主

著
に
『
ア
メ
リ
カ
の
政
党
政
治
』、『
ア
メ
リ
カ
政

治
史
講
義
』（
共
著
）、Judicializing the 

A
dm

inistrative S
tate

な
ど
。

共
和
党
の「
権
威
主
義
政
党
」化
を

止
め
ら
れ
る
か

－－

分
断
・
分
極
化
だ
け
で
は
な
い
二
大
政
党
政
治
の
危
機
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以
下
で
は
、
政
治
学
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
今
回
の
選
挙
を
米
国

の
政
党
政
治
の
長
期
的
展
開
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
る
。
党
派

間
の
分
断
と
い
が
み
合
い
が
続
い
て
い
る
ば
か
り
か
、共
和
党
に「
権

威
主
義
政
党
」
化
の
兆
候
が
み
ら
れ
、
州
レ
ベ
ル
で
そ
の
影
響
が
表

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
今
回
の
選
挙

で
米
国
が
民
主
主
義
の
後
退
か
ら
脱
却
す
る
糸
口
を
掴
め
る
か
ど
う

か
が
検
討
さ
れ
る
。

党
派
間
の
分
断
の
意
義

　

今
日
の
米
国
を
覆
う
分
断
は
、
し
ば
し
ば
南
北
戦
争
期
以
来
の
激

し
さ
と
さ
れ
る
。
一
九
世
紀
半
ば
に
は
、
奴
隷
制
が
建
国
の
理
念
と

神
の
下
の
平
等
の
い
ず
れ
に
も
反
す
る
と
み
る
北
部
と
、
同
制
度
が

伝
統
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
南
部
の
間
で
、
奴
隷
制
の
拡
大
を
め

ぐ
っ
て
対
立
し
、
北
部
か
ら
共
和
党
が
登
場
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
今
日
と
似
て
い
る
が
、
党
派
間
の
断
絶
の
度
合
い
は
、

次
の
二
点
で
現
在
の
方
が
大
き
い
と
も
い
え
る
。

　

第
一
に
、
対
立
が
ほ
ぼ
あ
ら
ゆ
る
争
点
に
及
ん
で
い
る
。
米
国
の

主
要
政
党
は
、
特
定
の
政
策
方
針
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
て
組

織
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
権
の
確
保
を
目
指
し
て
選
挙
で
協
力
す
る
地

方
組
織
の
連
合
体
の
性
格
が
強
い
。
南
北
戦
争
期
に
限
ら
ず
、
二
〇

世
紀
半
ば
ま
で
の
政
党
間
の
政
策
的
対
立
は
せ
い
ぜ
い
そ
の
時
々
の

最
重
要
争
点
を
め
ぐ
る
も
の
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
は
同
じ
党
内
で

見
方
が
異
な
る
こ
と
も
普
通
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
こ
半
世
紀
は
、
政
党
間
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
対
立

傾
向
が
強
ま
っ
た
。
そ
の
焦
点
は
、
人
々
が
各
自
の
望
む
仕
方
で
経

済
的
に
安
定
し
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
政
府
が
適
宜
関
与
す
べ
し
と

考
え
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
に
民
主

党
側
で
リ
ベ
ラ
ル
志
向
が
強
ま
っ
た
の
を
受
け
て
、
そ
れ
に
反
発
す

る
勢
力
が
共
和
党
に
結
集
し
た
の
が
、
分
極
化
の
起
源
と
さ
れ
る
。

今
日
の
民
主
党
が
、
部
分
的
に
で
も
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
見
方
を
共
有

す
る
、
し
か
し
多
様
な
勢
力
の
連
合
な
の
に
対
し
て
、
共
和
党
は
何

ら
か
の
形
で
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
反
発
し
「
保
守
」
を
称
す
る
、
こ
れ

も
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
の
連
合
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
お
よ
そ
関

心
が
異
な
る
減
税
推
進
派
と
宗
教
右
派
と
白
人
至
上
主
義
者
が
共
和

党
側
で
共
存
し
て
い
る
の
は
、
み
な
反
リ
ベ
ラ
ル
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
分
極
化
し
た
後
の
二
大
政
党
は
、

支
持
層
の
人
種
、
民
族
、
宗
教
的
属
性
の
点
で
も
対
照
的
で
あ
る
。

共
和
党
が
ほ
ぼ
白
人
だ
け
の
政
党
と
な
り
、
宗
教
的
な
保
守
勢
力
の

代
表
格
と
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
の
多
く
に
支
持
さ
れ
る
の
に

対
し
て
、
民
主
党
支
持
者
は
半
数
以
上
が
非
白
人
で
、
宗
教
的
に
多

様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、党
派
対
立
と
社
会
的
分
断
が
強
め
合
う
形
で
、

党
派
間
で
敵
対
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
感
情
的
分
極
化
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と
呼
ば
れ
る
。
今
日
、
有
権
者
の
ほ
と
ん
ど
が
支
持
政
党
の
候
補
に

投
票
す
る
の
は
、
対
立
政
党
へ
の
嫌
悪
に
も
基
づ
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
分
極
化
・
分
断
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
暴
力
へ
の
寛
容

度
が
高
ま
る
な
ど
、
民
主
主
義
へ
の
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
分
断
は
長
く
差
別
さ
れ
て
き
た
非
白
人
や
女
性
ら
が
本
格

的
に
政
治
参
加
し
て
か
ら
初
め
て
の
も
の
で
、
多
分
に
そ
う
し
た

人
々
が
社
会
で
占
め
る
べ
き
地
位
を
問
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
点
が

注
意
を
要
す
る
。
人
工
妊
娠
中
絶
を
女
性
の
権
利
と
み
る
か
、
宗
教

的
な
観
点
か
ら
殺
人
と
み
る
か
の
対
立
は
象
徴
的
で
あ
る
。

　

今
回
の
選
挙
で
も
、
共
和
党
で
は
依
然
と
し
て
主
要
な
公
職
の
候

補
者
の
大
半
を
白
人
男
性
が
占
め
た
の
に
対
し
て
、
民
主
党
で
は
半

数
以
上
が
白
人
男
性
以
外
で
、
性
的
少
数
者
で
あ
る
こ
と
を
公
に
し

て
い
る
者
も
目
立
っ
た
。
か
つ
て
の
分
断
の
な
い
、
し
か
し
「
白
人

男
性
以
外
お
断
り
」
の
政
治
と
比
べ
て
、
今
日
の
分
断
を
悪
い
も
の

だ
と
言
い
切
る
の
は
難
し
い
。
リ
ベ
ラ
ル
な
論
者
に
は
、
こ
の
分
断

は
米
国
が
真
に
平
等
な
社
会
に
至
る
た
め
の
道
だ
と
い
う
者
も
い

る
。
と
は
い
え
、
共
和
党
内
で
白
人
至
上
主
義
者
ま
で
跋
扈
し
て
い

る
現
状
を
そ
う
み
る
の
は
、
逆
に
楽
観
が
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
ト
ラ
ン
プ
派
」
の
共
和
党
乗
っ
取
り
を
ど
う
み
る
か

　

ト
ラ
ン
プ
と
彼
に
共
鳴
す
る
勢
力
に
よ
る
共
和
党
乗
っ
取
り
の
試

み
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
進
ん
だ
。
米
国
で
は
、
選
挙
に
際
し
て

政
党
の
正
式
な
候
補
者
の
選
出
に
予
備
選
挙
制
度
が
用
い
ら
れ
、
ト

ラ
ン
プ
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
元
々
関
係
者
で
な
く
と
も
予
備

選
挙
と
本
選
挙
に
当
選
す
れ
ば
党
の
エ
リ
ー
ト
と
な
る
。
直
近
の
類

似
し
た
動
き
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
登
場
し
、
同
じ
く
共
和
党
側

で
候
補
者
を
支
援
し
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
運
動
が
あ
る
。

　

共
和
党
の
政
治
家
は
元
来
、
一
六
年
の
選
挙
に
出
馬
し
た
ト
ラ
ン

プ
や
、
彼
が
引
き
上
げ
た
露
骨
に
陰
謀
論
的
・
差
別
的
で
民
主
主
義

を
軽
ん
じ
る
諸
主
体
を
拒
絶
し
て
い
た
。
し
か
し
、
党
の
方
針
を
決

め
ら
れ
る
執
行
部
を
持
た
な
い
米
国
の
政
党
は
、
外
部
か
ら
の
浸
透

を
排
除
し
に
く
い
。
ま
た
、
若
者
に
リ
ベ
ラ
ル
が
多
く
、
非
白
人
の

人
口
増
加
が
顕
著
な
状
況
下
で
、
共
和
党
は
長
期
的
に
少
数
党
化
す

る
危
機
感
を
抱
え
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
保
護

主
義
も
掲
げ
つ
つ
、
民
主
党
の
支
持
層
で
あ
っ
た
白
人
労
働
者
の
う

ち
差
別
志
向
の
強
い
者
の
取
り
込
み
に
成
功
し
、
共
和
党
に
恩
恵
を

も
た
ら
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
共
和
党
の
政
治
家
は
ト
ラ
ン
プ
と
の
共
存
を
選
ん
で

い
っ
た
。
党
の
支
持
者
に
も
、
ト
ラ
ン
プ
の
主
張
を
受
け
入
れ
る
者

が
増
え
た
。
感
情
的
分
極
化
の
下
で
、
共
和
党
の
政
治
家
は
も
は
や

ト
ラ
ン
プ
支
持
者
の
票
な
く
し
て
選
挙
に
勝
て
ず
、
本
音
は
ど
う
あ

れ
ト
ラ
ン
プ
に
反
対
を
表
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
二
〇
二
〇
年
の
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共
和
党
全
国
党
大
会
は
、
ト
ラ
ン
プ
個
人
の
礼
賛
に
終
始
す
る
異
例

の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
選
挙
か
ら
二
年
後
の
今
日
で
も
、
共

和
党
支
持
者
の
半
数
強
が
バ
イ
デ
ン
の
当
選
を
疑
っ
て
い
る
。

　

二
一
年
一
月
の
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
に
よ
る
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃

事
件
は
、
共
和
党
議
員
ら
も
「
被
害
者
」
で
、
団
結
し
て
ト
ラ
ン
プ

の
排
除
を
試
み
ら
れ
る
機
会
で
あ
っ
た
。
が
、実
行
に
は
移
さ
れ
ず
、

ト
ラ
ン
プ
は
大
統
領
退
任
後
も
共
和
党
の
「
顔
」
で
あ
り
続
け
て
き

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
派
の
浸
透
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
共
和
党
が
明
ら
か
に
非
民
主
的
な
勢
力
に
入

り
込
ま
れ
た
の
は
不
可
解
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
選
挙
に
勝
つ
た
め

党
勢
力
を
糾
合
す
る
必
要
か
ら
、
党
内
で
非
主
流
派
の
影
響
力
が
強

ま
る
こ
と
は
、
民
主
党
の
側
で
も
左
派
の
伸
張
と
し
て
表
れ
た
。
し

か
し
、
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員
（
彼
自
身
は
無
党
派
で

あ
る
）
ら
「
民
主
社
会
主
義
者
」
は
、米
国
の
文
脈
で
は
と
も
か
く
、

他
の
民
主
国
家
の
左
派
政
党
と
比
べ
て
政
策
面
で
特
段
急
進
的
と
は

い
え
ず
、
民
主
主
義
も
支
持
し
て
い
る
。

　

共
和
党
が
「
ト
ラ
ン
プ
派
」
を
受
け
入
れ
た
の
に
は
、
も
う
一
つ

決
定
的
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ト
ラ
ン
プ
の
登

場
以
前
か
ら
共
和
党
に
「
ト
ラ
ン
プ
ら
し
さ
」
が
み
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
政
党
の
国
際
比
較
で
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
人
権
や
民

主
的
諸
価
値
に
対
す
る
共
和
党
の
姿
勢
が
権
威
主
義
体
制
下
の
支
配

政
党
の
そ
れ
に
近
づ
い
て
き
た
と
さ
れ
る
。
で
は
、
共
和
党
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
非
民
主
的
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
だ
ら
模
様
の
民
主
主
義
の
後
退
か
？

　

民
主
党
に
と
っ
て
、
今
回
の
選
挙
で
上
院
の
多
数
派
を
維
持
し
た

こ
と
は
、
政
権
に
よ
る
政
府
高
官
や
裁
判
官
の
人
事
が
妨
害
さ
れ
に

く
く
な
っ
た
な
ど
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
他
方
、
下
院
の
多
数
派
を

失
っ
た
こ
と
で
、
二
〇
二
一
年
一
月
の
連
邦
議
会
襲
撃
事
件
の
検
証

を
行
っ
て
き
た
特
別
委
員
会
が
廃
止
さ
れ
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
関
係

者
へ
の
調
査
が
始
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
上
院
は
、
少
数
派
が

異
議
申
し
立
て
し
や
す
い
制
度
を
持
ち
、
さ
ら
に
共
和
党
が
下
院
の

多
数
派
を
奪
っ
た
こ
と
で
、
立
法
の
一
層
の
停
滞
が
ほ
ぼ
不
可
避
と

な
っ
た
。

　

政
権
党
と
連
邦
議
会
の
多
数
党
が
（
部
分
的
に
で
も
）
異
な
る
分

割
政
府
状
態
は
、
珍
し
く
な
い
。
二
〇
世
紀
半
ば
以
降
、
分
割
政
府

の
期
間
は
約
六
割
を
占
め
る
。
二
大
政
党
の
分
極
化
前
は
超
党
派
の

妥
協
が
よ
り
容
易
だ
っ
た
の
が
、
そ
の
後
は
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
、
ト

ラ
ン
プ
両
政
権
期
に
も
予
算
関
連
法
案
が
成
立
せ
ず
連
邦
政
府
が
部

分
閉
鎖
さ
れ
る
な
ど
、
必
要
性
の
明
ら
か
な
立
法
ま
で
停
滞
し
て
い

る
。
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こ
こ
ま
で
の
膠
着
状
態
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
連
邦
政
府
が
本

格
的
に
規
制
・
福
祉
政
策
を
任
さ
れ
、（
超
）
大
国
と
し
て
外
交
上

も
役
割
が
拡
大
し
て
か
ら
は
初
め
て
で
、
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。
例
え
ば
、
移
民
政
策
に
つ
い
て
は
一
九
八
六
年
、
環
境
保
護
で

は
九
〇
年
を
最
後
に
、
包
括
的
立
法
が
滞
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
共

和
党
側
の
非
妥
協
な
姿
勢
が
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
同
党
に
全
面
的

に
非
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

む
し
ろ
問
題
な
の
は
、
州
レ
ベ
ル
の
動
き
で
あ
る
。
分
極
化
後
、

多
く
の
州
で
は
多
数
党
側
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
反
映
し
た
政
策
が
作

ら
れ
、
中
に
は
極
端
な
も
の
も
あ
る
。
連
邦
政
府
は
州
に
よ
る
人
権

の
抑
圧
を
正
す
役
割
も
果
た
し
て
き
た
が
、
膠
着
状
態
が
そ
れ
を
難

し
く
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
近
年
共
和
党
優
位
の
州
の
多
く
で
厳
し

い
人
工
妊
娠
中
絶
規
制
法
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
今
年
六
月
の
ド
ブ

ス
合
衆
国
最
高
裁
判
決
で
合
憲
と
さ
れ
た
。
世
論
の
大
勢
は
一
定
の

範
囲
で
中
絶
を
認
め
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
バ
イ
デ
ン
も
権
利
を

保
障
す
る
立
法
を
打
ち
出
し
て
い
る
も
の
の
、
彼
も
認
め
る
よ
う
に

実
現
は
容
易
で
な
い
。

　

ま
た
特
に
深
刻
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
選
挙
制
度
の
変
更
に
よ
る

投
票
権
の
制
限
で
あ
る
。
米
国
で
は
、連
邦
レ
ベ
ル
の
選
挙
も
含
め
、

選
挙
制
度
の
多
く
を
州
が
決
め
る
。
今
世
紀
に
入
り
、
共
和
党
の
強

い
州
で
は
投
票
不
正
を
防
ぐ
名
目
で
、
投
票
時
に
公
的
身
分
証
明
書

の
提
示
を
義
務
づ
け
た
り
投
票
所
の
数
を
減
ら
し
た
り
と
、
投
票
を

難
し
く
す
る
政
策
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
、「
持
た
ざ
る
者
」
を
よ
り

多
く
支
持
者
に
持
つ
民
主
党
に
不
利
に
働
く
と
さ
れ
る
（
た
だ
し
、

実
際
に
影
響
が
あ
る
か
は
議
論
が
続
い
て
い
る
）。
州
内
の
選
挙
区

を
自
党
の
有
利
に
操
作
す
る
ジ
ェ
リ
マ
ン
ダ
リ
ン
グ
も
、
共
和
党
優

位
の
州
で
よ
り
積
極
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　

米
国
で
「
民
主
主
義
の
後
退
」
が
強
く
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
は
、

共
和
党
側
の
こ
う
し
た
動
き
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ト
ラ
ン
プ

の
登
場
は
、
そ
れ
を
後
押
し
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
回
の
選
挙
で
、

ト
ラ
ン
プ
派
が
選
挙
実
務
を
担
当
す
る
州
務
長
官
等
の
役
職
に
当
選

す
る
こ
と
が
警
戒
さ
れ
た
の
も
、
共
和
党
の
「
実
績
」
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
る
。
民
主
的
手
続
き
が
い
っ
た
ん
一
方
の
党
の
有
利
に
歪
め

ら
れ
る
と
、
た
と
え
独
裁
状
態
で
な
く
と
も
あ
ら
ゆ
る
政
策
に
偏
り

が
及
び
、
自
浄
作
用
は
期
待
し
に
く
い
。

　

一
部
の
州
だ
け
が
民
主
的
で
な
く
な
る
な
ど
、
荒
唐
無
稽
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
米
国
の
南
部
諸
州
は
南
北
戦
争
後
一
世

紀
に
わ
た
り
、
民
主
党
一
党
支
配
の
下
で
黒
人
が
実
質
的
に
投
票
を

禁
じ
ら
れ
法
的
に
隔
離
さ
れ
た
、「
権
威
主
義
体
制
の
飛
び
地
」
で

あ
っ
た
。
今
は
、
そ
れ
が
共
和
党
優
位
の
州
で
ま
だ
ら
状
に
生
じ
か

け
て
い
る
状
態
と
い
え
る
。
米
国
で
包
摂
的
な
民
主
主
義
が
実
現
し

て
か
ら
は
半
世
紀
強
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
安
泰
と
は
い
え
な
い
。
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「
ト
ラ
ン
プ
後
」
の
始
ま
り
に
な
る
か

　

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
、
二
大
政
党
の
全
国
的
な
拮
抗
・
分
極
化

と
民
主
主
義
の
後
退
の
動
き
に
は
つ
な
が
り
が
あ
る
。
自
党
が
強
い

州
で
対
立
政
党
を
不
利
に
追
い
込
む
の
は
、
全
国
的
な
拮
抗
状
況
を

脱
す
る
た
め
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
主
党
側
も
同
様
の
動
機
付

け
を
持
つ
が
、
投
票
率
が
上
が
っ
た
方
が
有
利
と
さ
れ
る
の
で
、
郵

便
投
票
な
ど
投
票
を
容
易
に
す
る
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
こ
ま
で
み
た
共
和
党
側
の
動
き
が
正
当
化
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
事
態
の
改
善
、
と
く
に
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
依

存
か
ら
の
脱
却
は
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
米
国
の
政
党
は
何
よ
り
選

挙
で
の
勝
利
を
重
視
す
る
か
ら
、
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
離
れ
に
は
、

ト
ラ
ン
プ
頼
み
で
は
選
挙
に
勝
て
な
く
な
る
こ
と
が
不
可
欠
と
い
え

る
。
今
回
共
和
党
の
苦
戦
に
つ
い
て
、
接
戦
選
挙
区
で
の
ト
ラ
ン
プ

派
候
補
の
敗
退
も
あ
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
が
「
戦
犯
」
扱
い
さ
れ
つ
つ

あ
る
の
は
こ
の
点
興
味
深
い
。
一
一
月
一
五
日
に
大
統
領
選
挙
へ
の

出
馬
表
明
を
行
っ
た
も
の
の
、
党
内
で
は
早
く
も
彼
と
決
別
す
べ
き

だ
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
先
行
き
は
明
ら
か
で
な
い
。
選
挙
時
の
出
口
調
査
に

よ
れ
ば
、
ま
だ
共
和
党
支
持
者
の
大
半
が
ト
ラ
ン
プ
に
好
意
的
で
あ

る
。
ま
た
仮
に
ト
ラ
ン
プ
離
れ
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
共
和
党
自
体

が
「
ト
ラ
ン
プ
的
」
で
な
く
な
る
保
証
は
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
は
優
れ

た
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
略
家
と
は
い
え
な
い
。
よ

り
洗
練
さ
れ
た
後
継
者
―
―
フ
ロ
リ
ダ
州
で
再
選
を
決
め
た
ロ
ン
・

デ
サ
ン
テ
ィ
ス
知
事
が
有
力
候
補
で
あ
ろ
う
―
―
は
、
む
し
ろ
民
主

主
義
に
と
っ
て
深
刻
な
脅
威
と
な
り
う
る
。

　

仮
に
共
和
党
が
変
わ
ら
な
く
と
も
、
民
主
党
が
強
く
な
れ
ば
共
和

党
は
路
線
変
更
を
迫
ら
れ
る
。
民
主
党
は
支
持
者
の
数
で
共
和
党
を

上
回
り
、
人
口
動
態
面
で
も
有
利
だ
が
、
支
持
者
が
都
市
部
に
集
住

す
る
傾
向
が
強
く
、
小
選
挙
区
制
の
選
挙
制
度
の
下
で
不
利
を
抱
え

て
き
た
。
し
か
し
、
多
く
の
支
持
者
が
共
和
党
優
位
の
州
に
移
住
す

る
な
ど
変
化
が
み
ら
れ
、
今
回
も
ア
リ
ゾ
ナ
や
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
い
っ

た
州
で
の
接
戦
が
注
目
さ
れ
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
二
〇
世
紀
末

か
ら
の
長
い
拮
抗
状
態
が
破
れ
る
前
触
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
共
和
党
の
脱
ト
ラ
ン
プ
化
、
さ
ら
に
脱
権
威
主
義
政
党
化

が
進
む
と
し
て
も
、
相
当
な
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
党
派
間
の

分
断
ま
で
解
消
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
本
稿
で
み
た
分
極
化
し
た
政

治
の
構
造
は
残
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
投
票
日
は
、
バ
イ
デ
ン
が

述
べ
た
よ
う
に
米
国
の
民
主
主
義
に
と
っ
て
よ
い
も
の
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
政
党
政
治
の
転
換
点
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が

わ
か
る
の
は
、
先
の
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
●




